
(57)【要約】

【課題】　拡大光学系ユニットの周囲の領域を手術時の

利用実態に合わせ、使い勝手を向上させること。

【解決手段】　双眼拡大鏡１０は、フレーム１１に左右

の眼鏡レンズ(双眼拡大鏡用レンズ)１２、１３を装着し

、これらの眼鏡レンズ１２、１３の中心部に使用者の瞳

孔位置に合わせて貫通孔である開口部１２ａ，１３ａを

形成し、これらの開口部部１２ａ，１３ａに物体を拡大

して観察するための左右の拡大光学系ユニット１４、１

５を接着することにより構成されている。眼鏡レンズ１

２、１３は、図２に示すように、中心となる開口部１２

ａ、１３ａの上側が遠用部１２ｂ，１３ｂ、左右が中間

部１２ｃ，１３ｃ、下側が近用部１２ｄ，１３ｄとして

、それぞれ異なる屈折力を持つ領域として設計されてい

る。各領域の接合部は、開口部１２ａ、１３ａの外側で

段差が最小になるよう設計されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 眼 鏡 フ レ ー ム に 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ を 組 み 込 み 、 該 眼 鏡 レ ン ズ の 中 心 部 に 物 体 を 拡 大 し て
観 察 す る た め の 左 右 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を そ れ ぞ れ 装 着 し て 構 成 さ れ る 双 眼 拡 大 鏡 に お
い て 、
　 前 記 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ は 、 前 記 中 心 部 の 上 側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 、 左 右 が 中 間 部 と
し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ 、 各 領 域 の 接 合 部 分 は 、 前 記 中 心
部 の 外 側 で 段 差 が 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 中 心 部 が 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け る た め の 開 口 部 と し て 形 成 さ れ 、 該 中 心 部 の 上
側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 、 左 右 が 中 間 部 と し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し
て 設 計 さ れ 、 各 領 域 の 接 合 部 分 は 、 前 記 開 口 部 の 外 側 で 段 差 が 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 眼 鏡 フ レ ー ム に 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ を 組 み 込 み 、 該 眼 鏡 レ ン ズ の 中 心 部 に 物 体 を 拡 大 し て
観 察 す る た め の 左 右 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を そ れ ぞ れ 装 着 し て 構 成 さ れ る 双 眼 拡 大 鏡 に お
い て 、
　 前 記 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ は 、 前 記 中 心 部 の 上 側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 と し て 、 そ れ ぞ れ
異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ 、 各 領 域 の 接 合 部 分 は 、 前 記 中 心 部 の 外 側 で 段 差
が 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 中 心 部 が 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け る た め の 開 口 部 と し て 形 成 さ れ 、 該 中 心 部 の 上
側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 と し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ 、 各
領 域 の 接 合 部 分 は 、 前 記 開 口 部 の 外 側 で 段 差 が 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 中 心 部 の 周 縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 中 心 部 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な
る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 で 段 差 が
最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 と レ ン ズ
周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は ３ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 開 口 部 の 周 縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 開 口 部 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な
る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 で 段 差 が
最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 用
レ ン ズ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 各 領 域 の 接 合 部 は 、 前 記 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 と レ ン ズ
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周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た
は ４ に 記 載 の 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 手 元 に あ る 物 体 を 双 眼 で 拡 大 し て 観 察 す る た め の 双 眼 拡 大 鏡 、 お よ び こ の 双
眼 拡 大 鏡 に 用 い ら れ る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 脳 外 科 手 術 等 の 微 細 な 組 織 を 処 置 す る 手 術 に お い て は 、 医 師 は 処 置 部 を 拡 大 し て 観 察 し
な が ら 手 術 を 行 う 。 ま た 、 処 置 部 を 立 体 的 に 観 察 す る た め 、 双 眼 の 拡 大 鏡 を 用 い る こ と が
望 ま し い 。 特 許 文 献 １ に は 、 眼 鏡 の 左 右 レ ン ズ の 中 央 部 に 開 口 を 形 成 し 、 こ れ ら の 開 口 に
拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け て 構 成 さ れ る 双 眼 拡 大 鏡 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ５ １ ８ ５ 号 公 報 　 図 ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に は 、 多 焦 点 の 眼 鏡 レ ン ズ に 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け
る 場 合 が 全 く 考 慮 さ れ て い な い 。 双 眼 拡 大 鏡 を 手 術 に 使 用 す る 際 に は 、 使 用 者 で あ る 医 師
は 、 視 野 の 中 心 で は 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 介 し て 術 部 を 拡 大 し て 観 察 す る が 、 拡 大 光 学 系
ユ ニ ッ ト よ り 上 側 の 領 域 で は 他 の 医 師 や 看 護 士 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、 拡 大 光 学
系 ユ ニ ッ ト の 左 右 の 領 域 で は 手 術 用 器 具 等 の 受 け 渡 し を 確 認 し 、 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 下
側 の 領 域 で は 術 部 の 周 囲 を 観 察 す る 。 す な わ ち 、 各 領 域 を 介 し て 観 察 す る 際 の 物 体 距 離 が
互 い に 異 な る 。 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 双 眼 拡 大 鏡 は 、 こ の よ う な 手 術 時 の 要 望 を 満 た す
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ
ト の 周 囲 の 領 域 を 手 術 時 の 利 用 実 態 に 合 わ せ 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 双 眼 拡
大 鏡 、 お よ び こ れ に 用 い ら れ る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 は 、 眼 鏡 フ レ ー ム に 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ を 組 み 込 み 、 こ れ ら の
眼 鏡 レ ン ズ の 中 心 部 に 物 体 を 拡 大 し て 観 察 す る た め の 左 右 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を そ れ ぞ
れ 装 着 し た 構 成 に お い て 、 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ の 中 心 部 の 上 側 を 遠 用 部 、 下 側 を 近 用 部 、 左
右 を 中 間 部 と し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ ３ つ の 領 域 と し て 設 計 し 、 各 領 域 の 接 合
部 分 の 段 差 が 、 中 心 部 の 外 側 で 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ は 、 中 心 部 が 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け
る た め の 開 口 部 と し て 形 成 さ れ 、 中 心 部 の 上 側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 、 左 右 が 中 間 部 と
し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ 、 各 領 域 の 接 合 部 分 の 段 差 が 、 開
口 部 の 外 側 で 最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 領 域 は 、 上 側 の 遠 用 部 、
下 側 の 近 用 部 の ２ つ に 分 割 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ は 、 遠 用 部 、 中 間 部 、 近 用 部 の 屈 折 力 の 異 な る
３ つ の 領 域 を 有 す る 三 重 焦 点 レ ン ズ 、 あ る い は 、 遠 用 部 、 近 用 部 の 屈 折 力 の 異 な る ２ つ の
領 域 を 有 す る 二 重 焦 点 レ ン ズ の 中 心 部 に 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト を 装 着 し 、 か つ 、 各 領 域 の 接
合 部 分 の 段 差 が 開 口 部 の 外 側 で 最 小 と な る よ う 設 計 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 三 重 焦 点 レ ン ズ 、 二 重 焦 点 レ ン ズ の よ う な 多 焦 点 レ ン ズ は 、 例 え ば 前 面 が 単 一 の 球 面 と
し て 、 後 面 が 各 領 域 毎 に 異 な る 曲 率 を 持 つ 複 数 の 球 面 と し て 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 後
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面 を 曲 率 の 異 な る 複 数 の 球 面 で 構 成 す る と 、 各 領 域 の レ ン ズ 厚 は 異 な る 変 化 を す る た め 、
各 領 域 の 境 界 に は 段 差 が 生 じ る 。 一 般 に 、 眼 鏡 レ ン ズ は 視 野 の 中 心 と な る レ ン ズ 中 心 部 で
の 性 能 が 重 視 さ れ る た め 、 多 焦 点 レ ン ズ は 、 中 心 部 で 段 差 が な く な る よ う に 設 計 さ れ る 。
し た が っ て 、 周 辺 部 に 向 か う に つ れ て 段 差 が 大 き く な り 、 最 周 辺 部 で は 境 界 に よ っ て 像 が
２ つ に 分 離 し 、 対 象 物 の 観 察 が 困 難 に な る 。 こ の た め 、 単 に 従 来 の 三 重 焦 点 レ ン ズ に 拡 大
光 学 系 ユ ニ ッ ト を 装 着 す る の み で は 、 周 辺 部 で 対 象 物 の 観 察 が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ は 、 中 心 部 に 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト が 装 着 す る た め の 開 口 部
を 有 す る た め 、 各 領 域 間 の 段 差 を 中 心 部 で 最 小 に す る 必 要 が な い 。 そ こ で 、 開 口 部 の 外 側
で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 す る こ と に よ り 、 周 辺 部 で の 段 差 の 拡 大 を 防 ぐ こ と が で き 、
周 辺 部 の 境 界 部 分 で も 対 象 物 の 観 察 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 開 口 部 の 周 縁 で 段 差 が 最
小 に な る よ う に し て も よ い し 、 開 口 部 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な
る よ う 設 計 す る こ と も で き る 。 ま た 、 実 際 に 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト が 取 り 付 け ら れ る と 、 そ
の 外 殻 は 開 口 部 (中 心 部 )よ り 大 き く な り 、 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 も 外 界 を 観 察 す る た め に は
用 い ら れ な い た め 、 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に し て も よ い し 、
外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に 設 計 し て
も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 中 心 部 の 上 側 が 遠 用 部 、 下 側 が 近 用 部 、 左 右 が 中 間 部 と し て 、 そ れ ぞ
れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ て い る た め 、 本 発 明 の 双 眼 拡 大 鏡 を 装 着 し た 医
師 は 、 手 術 中 、 遠 用 部 で は 他 の 医 師 や 看 護 士 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、 中 間 部 で は
手 術 用 器 具 等 の 受 け 渡 し を 確 認 し 、 近 用 部 で は 術 部 の 周 囲 を 観 察 す る こ と が で き 、 拡 大 光
学 系 ユ ニ ッ ト の 周 囲 の 領 域 を 手 術 時 の 利 用 実 態 に 合 わ せ 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 、 お よ び こ れ を 用 い る 双 眼 拡 大 鏡 用 レ ン ズ の 実 施 形
態 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 の 正 面 図 、 図 ２ は 、 図 １ の 双
眼 拡 大 鏡 に 用 い ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 １ ０ は 、 フ レ ー ム １ １ に 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ (双 眼 拡
大 鏡 用 レ ン ズ )１ ２ 、 １ ３ を 装 着 し 、 こ れ ら の 眼 鏡 レ ン ズ １ ２ 、 １ ３ の 中 心 部 に 使 用 者 の
瞳 孔 位 置 に 合 わ せ て 貫 通 孔 で あ る 開 口 部 １ ２ ａ ， １ ３ ａ (図 ２ 参 照 )を 形 成 し 、 こ れ ら の 開
口 部 部 １ ２ ａ ， １ ３ ａ に 物 体 を 拡 大 し て 観 察 す る た め の 左 右 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ 、
１ ５ を 接 着 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ レ ー ム １ １ は 、 レ ン ズ １ ２ 、 １ ３ を 保 持 す る リ ム １ １ ａ 、 １ １ ｂ 、 左 右 の リ ム １ １ ａ
、 １ １ ｂ を 接 続 す る ブ リ ッ ジ １ １ ｃ 、 リ ム の 内 側 に 配 置 さ れ た 鼻 当 て と な る パ ッ ド １ １ ｄ
、 １ １ ｅ 、 リ ム の 外 側 で 耳 に か け る た め の テ ン プ ル １ １ ｆ 、 １ １ ｇ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 眼 鏡 レ ン ズ １ ２ 、 １ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 中 心 と な る 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ の 上 側
が 遠 用 部 １ ２ ｂ ， １ ３ ｂ 、 左 右 が 中 間 部 １ ２ ｃ ， １ ３ ｃ 、 下 側 が 近 用 部 １ ２ ｄ ， １ ３ ｄ と
し て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 屈 折 力 を 持 つ 領 域 と し て 設 計 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 眼 鏡 レ ン ズ １
２ 、 １ ３ は 、 遠 用 部 、 中 間 部 、 近 用 部 の 屈 折 力 の 異 な る ３ つ の 領 域 を 有 す る 三 重 焦 点 レ ン
ズ で あ る 。 各 領 域 の 屈 折 力 は 、 例 え ば 、 無 限 遠 の 眼 鏡 レ ン ズ の 度 数 を 基 準 に し て 、 遠 用 部
１ ２ ｂ ， １ ３ ｂ は 物 体 距 離 ２ メ ー ト ル に 対 応 し て ＋ ０ ． ５ デ ィ オ プ タ ー 加 入 、 中 間 部 １ ２
ｃ ， １ ３ ｃ は 物 体 距 離 １ メ ー ト ル に 対 応 し て ＋ １ ． ０ デ ィ オ プ タ ー 加 入 、 近 用 部 １ ２ ｄ ，
１ ３ ｄ は 物 体 距 離 ０ ． ５ メ ー ト ル に 対 応 し て ＋ ２ ． ０ デ ィ オ プ タ ー 加 入 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ 、 １ ５ に よ り 術 部 を 拡 大 観 察 で き る
の に 加 え 、 遠 用 部 １ ２ ｂ ， １ ３ ｂ で は 他 の 医 師 や 看 護 士 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、
中 間 部 １ ２ ｃ ， １ ３ ｃ で は 手 術 用 器 具 等 の 受 け 渡 し を 確 認 し 、 近 用 部 １ ２ ｄ ， １ ３ ｄ で は
術 部 の 周 囲 を 観 察 す る の に 適 し た 屈 折 力 を 得 る こ と が で き 、 手 術 時 の 利 用 実 態 に 合 わ せ 、
使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 眼 鏡 レ ン ズ １ ２ 、 １ ３ は 、 前 面 が 単 一 の 球 面 と し て 、 後 面 が 各 領 域 毎 に 異 な る 曲 率 を 持
つ 複 数 の 球 面 と し て 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 前 述 の よ う に 各 領 域 の 境 界 に 段 差
が 生 じ る 。 こ こ で 、 従 来 の 三 重 焦 点 レ ン ズ の よ う に 、 中 心 部 で 段 差 が な く な る よ う に 設 計
す る と 、 周 辺 部 で の 段 差 が 過 大 と な り 、 対 象 物 の 観 察 が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 形 態 で は 、 中 心 部 に 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ が 形 成 さ れ る た め 、 各 領 域 間 の 段 差 を 中
心 部 で 最 小 に す る 必 要 が な い 。 そ こ で 、 眼 鏡 レ ン ズ １ ２ 、 １ ３ は 、 遠 用 部 １ ２ ｂ 、 １ ３ ｂ
と 中 間 部 １ ２ ｃ 、 １ ３ ｃ と の 境 界 と な る 接 合 部 分 、 お よ び 中 間 部 １ ２ ｃ 、 １ ３ ｃ と 近 用 部
１ ２ ｄ 、 １ ３ ｄ と の 境 界 と な る 接 合 部 分 に お い て 、 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ の 外 側 で 段 差 が
最 小 と な る よ う 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 周 辺 部 で の 段 差 の 拡 大 を 防 ぐ こ と が で き 、
周 辺 部 の 境 界 部 分 で も 対 象 物 の 観 察 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ は 、 直 径 約 １ ０ mmの 円 形 の 貫 通 孔 で あ る 。 こ の 開 口 部 １ ２ ａ 、 １
３ ａ の 中 心 で 各 領 域 の 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 し た 場 合 の 段 差 と 、 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３
ａ の 周 縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に 設 定 し た 場 合 の 段 差 と に つ き 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 眼 用 の 眼 鏡 レ ン ズ １ ２ の 中 間 部 １ ２ ｃ と 近 用 部 １ ２ ｄ と の 境 界 部 分 の 段 差 を 例 に す る
。 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ２ ａ の 中 心 か ら 境 界 が レ ン ズ 周 縁 に 達 す る 位 置 ま で の 距 離
を Ｌ 1、 開 口 部 １ ２ ａ の 周 縁 か ら 境 界 線 が レ ン ズ 周 縁 に 達 す る 位 置 ま で の 距 離 を Ｌ 2と す る
。 説 明 を 簡 単 に す る た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 間 部 １ ２ ｃ を 平 面 、 近 用 部 １ ２ ｄ を 半 径
Ｒ の 球 面 と す る 。 開 口 部 １ ２ ａ の 中 心 で 段 差 が ゼ ロ に な る よ う 設 定 す る と 、 レ ン ズ 周 縁 で
の 段 差 は Ｈ 1と な る 。 こ れ に 対 し て 、 開 口 部 １ ２ ａ の 周 縁 で 段 差 が ゼ ロ に な る よ う 設 定 す
る と 、 レ ン ズ 周 縁 で の 段 差 は Ｈ 1よ り 小 さ い Ｈ 2と な る 。 さ ら に 、 開 口 部 １ ２ ａ の 周 縁 と レ
ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 Ｌ 2/2で 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 す れ ば 、 開 口 部 １ ２ ａ 側 で は 逆
方 向 の 段 差 が 生 じ る も の の 、 段 差 の 最 大 値 (絶 対 値 )は Ｈ 3と な り 、 更 に 段 差 を 縮 小 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 中 間 部 １ ２ ｃ と 近 用 部 １ ２ ｄ と の 屈 折 力 の 差 が １ デ ィ オ プ タ ー で あ る と す る と
、 面 の カ ー ブ は 半 径 ５ ０ ０ mmの 差 と な る 。 開 口 部 １ ２ ａ の 直 径 は １ ０ mmで あ る た め 、 Ｌ 1
を ３ ０ mmと す る と 、 Ｌ 2は ２ ５ mm、 Ｌ 2／ ２ は １ ２ ． ５ mmと な る 。 こ れ ら の 値 に よ り 段 差 の
最 大 値 を 計 算 す る と 、
　 Ｈ 1＝ 500－ √ (500 2 － 30 2 )＝ ０ ． ９ ０ mm
　 Ｈ 2＝ 500－ √ (500 2 － 25 2 )＝ ０ ． ６ ３ mm
　 Ｈ 3＝ 500－ √ (500 2 － 12.5 2 )＝ ０ ． １ ６ mm
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 中 心 重 点 の 考 え 方 の 延 長 で 、 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ の 周 縁 で 段 差 が 最 小 と な る よ う に 設
計 し て も 、 Ｈ 2に 示 す よ う に 段 差 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 中 心 重 点 の 考 え 方
を 廃 し 、 各 領 域 の 中 間 位 置 で の 段 差 が 最 小 に な る よ う 設 計 す れ ば 、 Ｈ 3に 示 す よ う に 段 差
を よ り 小 さ く す る こ と が で き る 。 実 施 形 態 の 双 眼 拡 大 鏡 １ ０ は 、 中 心 部 に 拡 大 光 学 系 ユ ニ
ッ ト １ ４ ， １ ５ が 装 着 さ れ る た め 、 そ の 直 近 で あ る 開 口 部 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ の 周 縁 よ り は 、
各 領 域 の 中 間 位 置 の 方 が 使 用 頻 度 が 高 く な る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小
に な る よ う 設 定 す る こ と に よ り 、 各 領 域 の 接 合 部 分 で も 快 適 な 視 野 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 実 際 に 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ ， １ ５ が 取 り 付 け ら れ る と 、 そ の 外 殻 は 開 口 部 １
２ ａ ， １ ３ ａ よ り 大 き く な り 、 開 口 部 の 外 側 で 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 も 外 界 を 観 察 す る た め
に は 用 い ら れ な い た め 、 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に し て も よ い
し 、 外 殻 で 覆 わ れ る 領 域 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に 設 計
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ 、 １ ５ は 、 物 体 を 拡 大 し て 観 察 す る た め の 拡 大 光 学 系 と 、 こ の
拡 大 光 学 系 の 光 路 を 一 方 側 に 偏 向 す る 反 射 型 の 偏 向 手 段 と か ら 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 左 眼
用 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 物 体 側 に 配 置 さ れ た 正 の パ ワ ー を 持
つ 対 物 レ ン ズ １ ４ ａ と 、 対 物 レ ン ズ １ ４ ａ を 介 し て 入 射 す る 光 を ２ 回 内 面 反 射 さ せ る 偏 向
手 段 と し て の プ リ ズ ム １ ４ ｂ と 、 こ の プ リ ズ ム １ ４ ｂ に よ り 偏 向 さ れ た 光 を 眼 Ｅ Ｒ に 導 く
負 の パ ワ ー を 持 つ 接 眼 レ ン ズ １ ４ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト １ ４ 、 １ ５ は 、 使 用 者 の 眼 鏡 処 方 箋 、 作 動 距 離 (ワ ー キ ン グ デ ィ ス
タ ン ス )、 拡 大 鏡 の 倍 率 に 基 づ い て 設 計 さ れ 、 か つ 、 使 用 者 の 瞳 孔 間 距 離 に 応 じ て 眼 鏡 レ
ン ズ １ ２ 、 １ ３ の 適 切 な 位 置 に 接 着 剤 に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ６ に 基 づ い て 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ の 実
施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 ２ ０ は 、 眼 鏡 フ レ ー ム ２ １ と 、 左 右 の 眼 鏡 レ ン ズ (双 眼 拡 大 鏡
用 レ ン ズ )２ ２ 、 ２ ３ 、 そ し て 、 こ れ ら の 眼 鏡 レ ン ズ ２ ２ 、 ２ ３ の 中 心 部 に 装 着 さ れ た 左
右 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト ２ ４ 、 ２ ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。 概 略 構 成 は 図 １ に 示 し た 第 １ の
実 施 形 態 の 双 眼 拡 大 鏡 １ ０ と 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 た だ し 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 眼 鏡 レ ン ズ ２ ２ 、 ２ ３ が 遠 用 部 ２ ２ ｂ 、 ２ ３ ｂ と 近 用 部
２ ２ ｃ 、 ２ ３ ｃ と の 屈 折 力 の 異 な る ２ つ の 領 域 か ら 構 成 さ れ て い る 点 が 第 １ の 実 施 形 態 と
は 異 な る 。 す な わ ち 、 眼 鏡 レ ン ズ ２ ２ 、 ２ ３ は 、 中 心 部 の 上 側 に 遠 用 部 ２ ２ ｂ 、 ２ ３ ｂ 、
下 側 に 近 用 部 ２ ２ ｃ 、 ２ ３ ｃ を 備 え る 二 重 焦 点 レ ン ズ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 領 域 の 接 合 部 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た の と 同 様 に 、 開 口 部 (図 示 略 )の 周
縁 で 段 差 が 最 小 に な る よ う に 、 あ る い は 、 開 口 部 の 周 縁 と レ ン ズ 周 縁 と の 中 間 位 置 で 段 差
が 最 小 に な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 接 合 部 で の 段 差 を 小 さ く し 、 接 合 部 分
で の 観 察 を 一 般 の 中 心 重 点 の 二 重 焦 点 レ ン ズ よ り 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 双 眼 拡 大 鏡 に 用 い ら れ る 眼 鏡 レ ン ズ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 合 部 分 の 長 さ を 比 較 す る た め 、 図 ２ に 示 す 双 眼 拡 大 鏡 の 左 眼 用 レ ン ズ の 一 方 を
取 り 出 し て 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 接 合 部 分 の 段 差 を 比 較 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 双 眼 拡 大 鏡 に 装 着 さ れ た 左 眼 用 の 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 側
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 双 眼 拡 大 鏡 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ 　 双 眼 拡 大 鏡
　 １ １ 　 眼 鏡 フ レ ー ム
　 １ ２ 、 １ ３ 　 眼 鏡 レ ン ズ
　 １ ２ ａ 、 １ ３ ａ 　 開 口 部
　 １ ２ ｂ 、 １ ３ ｂ 　 遠 用 部
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　 １ ２ ｃ 、 １ ３ ｃ 　 中 間 部
　 １ ２ ｄ 、 １ ３ ｄ 　 近 用 部
　 １ ４ 、 １ ５ 　 拡 大 光 学 系 ユ ニ ッ ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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